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西大須賀“剣の舞”
　湯立ての祭りの最後を飾るのは、西
大須賀神楽保存会「獅子和会」の市指定
無形民俗文化財“剣の舞”。祭りが終わ
ると田植えの準備が始まります。（4月
13日・耀

よう

窟
くつ

神社で）

主な内容

住宅用火災警報器の設置義務化

個別成人検診・個別子宮がん検診

市役所窓口の日曜一部開庁
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死
因
の
6
割
が 

「
逃
げ
遅
れ
」

　

近
年
、
建
物
火
災
に
よ
っ
て
亡
く
な

る
人
が
急
増
し
、
全
国
で
1
、
2
5
9

人
の
死
者
が
で
て
い
ま
す
。
中
で
も
住

宅
火
災
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
人
の
割
合

は
建
物
火
災
全
体
の
9
割
を
占
め
、
平

成
19
年
も
全
国
で
1
、
1
5
2
人
も
の

人
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

死
因
の
う
ち
、
約
6
割
が
火
災
に
気

付
く
の
に
遅
れ
た
こ
と
に
よ
る「
逃
げ

遅
れ
」。
特
に
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

逃
げ
遅
れ
る
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
、
憂
慮

さ
れ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
住
宅
へ
の 

設
置
が
義
務
化

　

火
災
を
早
期
に
発
見
し
て
、
素
早
く

避
難
す
る
こ
と
に
よ
り
死
者
を
少
し
で

も
減
ら
そ
う
と
平
成
16
年
6
月
に
消
防

法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
す
べ
て
の
住
宅

へ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
新
築
住
宅
は
、
平

成
18
年
6
月
1
日
か
ら
設
置
が
義
務
化

さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

そ
こ
で
、
市
で
は
火
災
予
防
条
例
を

一
部
改
正
し
、
既
存
の
住
宅
に
つ
い
て

も
、
今
年
の
6
月
1
日
か
ら
の
設
置
を

義
務
化
し
ま
し
た
。

6
月
1
日
は
住
宅
用
火
災
警
報
器 

普
及
促
進
デ
ー

　

千
葉
県
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
一
層
の
設
置
促
進
を
図
る
た
め
、
6

月
1
日
を「
千
葉
県
住
宅
用
火
災
警
報

器
普
及
促
進
デ
ー
」と
し
て
、
県
内
各

消
防（
局
）本
部
に
お
い
て
啓
発
活
動
を

実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
、
市
消
防
本
部
で
も

火災の発生に早期に気付き、速やかに避難するための「住宅用火災警報器」。既
存住宅を含め、すべての住宅への設置が6月1日から義務化されます。皆さんの
家には、もう設置しましたか？

建物火災の
死者数

1,259人

住宅火災による
死者数

1,152人

消防庁資料

住宅火災による死者数
91.5％

逃げ遅れ
60.5％

その他

その他

住宅火災の現状（平成19年）
（概数・放火自殺などを除く）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
義
務
化
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

6
月
1
日
は「
平
成
20
年
千
葉
県
住
宅
用
火
災
警
報
器
普
及
促
進
デ
ー
」で
す

6
月
1
日
の
設
置
義
務
化
ス
タ
ー
ト
を

前
に
、
市
内
各
所
で
住
宅
用
火
災
警
報

器
普
及
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

い
ま
一
度
わ
が
家
の
防
火
対
策
を
見

直
し
、
大
切
な
家
族
と
財
産
を
火
災
か

ら
守
る
た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に
は 

く
れ
ぐ
れ
も
注
意
を

　
「
法
律
が
変
わ
っ
て
、
す
ぐ
に
火
災

警
報
器
を
設
置
し
な
け
れ
ば
い
け
な
く

な
り
ま
し
た
。
付
け
な
い
と
罰
則
が
あ

り
ま
す
よ
」と
う
そ
を
つ
い
た
り
、「
消

防
署
の
方
か
ら
販
売
に
来
ま
し
た
」と

言
っ
て
、
火
災
警
報
器
を
高
額
な
値
段

で
売
り
付
け
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

消
防
署
や
市
が
直
接
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
悪
質
な
訪
問
販
売
に
は
注
意
が
必

要
で
す
。「
火
災
警
報
器
を
設
置
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」「
今
だ
け
」「
あ
な
た
だ

け
」と
訪
問
し
て
く
る
業
者
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

万
一
被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
23
‐

1
1
6
1
）へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

く
わ
し
く
は
消
防
本
部
予
防
課︵
☎

20
︲
1
5
9
1
︶ま
た
は
住
宅
用
火

災
警
報
器
相
談
室︵　

0
1
2
0
︲

5
6
5
︲
9
1
1
︶へ
。 
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【天井の場合】

通常の壁面からの
取付位置

火災警報器の中心を壁か
ら60㎝以上離します。

梁
はり

などがある場合の
取付位置

火災警報器の中心を梁か
ら60㎝以上離します。

エアコンなどの
吹き出し口付近の
取付位置

換気扇やエアコンの吹
き出し口から1m50㎝
以上離します。

【壁面の場合】答

市では、就寝中でもいち早
く火災の発生を知ることが
できるよう、設置場所を寝

室および階段としています。寝室につ
いては、子ども部屋など家族の居室な
どでも、就寝に使われている場合は対
象となります。階段は、寝室がある階
の最上部に設置します。調理や炊事な
ど火気を使用する台所は、設置に努め
る場所として位置付けています。

答
問 住宅用火災警報器の設置場所は？

大切な命を守るための

住宅用火災警報器
よくある質問「煙」を感知するものと「熱」を感知するものが

あり、「煙」を感知する警報器の設置が義務付け
られます。形はメーカーによりさまざまです。

電源は電池式や100ボルトの家庭用電源で作動するものが
あります。ホームセンターや電気店、防災設備取扱店な
どで1個5,000円から15,000円程度で販売されています。

答

どんな火災警報器があるの？金額は？
購入する場所は？

※ 購入するときは、日本消防検定協会鑑定マーク（右上）が付いて
いるものを選びましょう。

問

マンションなどの共同住宅で、自動火
災報知設備やスプリンクラー設備など
が設置されている場合や、既に住宅用

火災警報器と同等の性能を有する機器が設置され
ている場合は、設置義務が免除されます。

答
設置義務が適用されない住宅はありますか？ 問

どこに取り付けるの？問

答

天 井 か ら15〜50㎝ 以
内に火災警報器の中心
がくるように取り付け
ます。

� 広報なりた2008.5.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



　

受
診
の
際
に
は
、
受
診
券
と
保
険

証
が
必
要
で
す
。
受
診
券
の
発
行
に

つ
い
て
は
、
健
康
増
進
課（
☎
27
‐

1
1
1
1
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
胃
が
ん
健
診
は
個
別
検
診
で
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

【
個
別
成
人
検
診
】

特
定
健
康
診
査

対
象
＝
60
歳
〜
74
歳
の
人
で
国
民
健
康

保
険
の
加
入
者（
病
院
・
診
療
所
に

6
カ
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
て
い

る
人
、
障
が
い
者
支
援
施
設
・
養
護

老
人
ホ
ー
ム
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
・
介
護
保
険
施
設
な
ど
に
入
所
ま

た
は
入
居
し
て
い
る
人
、
国
保
の
助

成
す
る
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
人

を
除
く
）

生
活
機
能
評
価

　

A
D
L（
日
常
生
活
動
作
）機
能
が
低

下
す
る
な
ど
、
必
要
に
応
じ
て
期
間
内

に
複
数
回
の
実
施
が
可
能
で
す
。

対
象
＝
受
診
日
に
満
65
歳
以
上
で
、
要

介
護
・
要
支
援
の
認
定
を
受
け
て
い

な
い
人

後
期
高
齢
者
健
康
診
査

対
象
＝
受
診
日
に
満
75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

対
象
＝
60
歳
〜
75
歳
で
今
ま
で
に
受
け

た
こ
と
の
な
い
人
、
40
歳
以
上
の

G
P
T（
肝
機
能
）数
値
が
高
値
で
健

康
増
進
課
発
行
の
紹
介
状
を
持
参
し

て
い
る
人

医療機関名 健康
診査

がん検
診など 電話番号

石原医院（東町） ○ ○ 22-0550

長谷川医院（東町） ○ ○ 22-0070

エスポアール川辺医院（幸町） ○ ○ 22-0401

藤倉クリニック（幸町） 　 ○ 22-1158

京増内科クリニック（花崎町） ○ ○ 22-1717

小倉医院（寺台） ○ ○ 22-0228

大田クリニック（ウイング土屋） ○ ○ 23-2100

ひらの内科（ウイング土屋） ○ ○ 23-8070

菅谷クリニック（囲護台） ○ ○ 24-4774

成田センタークリニック（囲護台） 　 ○ 20-1002

美郷台木内クリニック（美郷台） ○ ○ 23-5551

黄内科（飯田町） ○ 　 20-6661

むらまつクリニック（飯田町） ○ ○ 20-5551

吉原医院（宗吾） ○ ○ 26-2477

いしがみ医院（公津の杜） ○ ○ 26-2888

木下医院（公津の杜） ○ ○ 27-7222

桜田内科（公津の杜） ○ 　 37-4757

わたなべクリニック（公津の杜） ○ ○ 36-7878

成田病院（押畑） 　 ○ 22-1500

伊藤医院（三里塚） ○ ○ 35-0101

聖マリア記念病院（取香） ○ ○ 32-0711

麻野クリニック（三里塚御料） ○ ○ 35-4588

鳥居内科医院（吾妻） ○ ○ 27-3456

黒田内科診療所（加良部） ○ ○ 26-3251

塚田外科胃腸科医院（加良部） ○ ○ 26-4750

小田内科（玉造） ○ ○ 28-2256

片岡内科循環器科医院（玉造） ○ ○ 28-3027

国保医院（玉造） ○ ○ 26-3613

中島医院（中台） ○ ○ 27-3454

根本内科外科医院（猿山） ○ ○ 96-2829

矢野医院（猿山） ○ ○ 96-0071

大栄病院（桜田） ○ 　 73-2311

岡崎医院（吉岡） ○ 　 73-5225

国保大栄診療所（吉岡） ○ ○ 73-2333

個別成人検診実施医療機関
実施期間＝6月1日（日）〜 11月30日（日）

大
腸
が
ん
検
診

　

容
器
は
各
医
療
機
関
で
配
布
。

対
象
＝
60
歳
以
上
で
、
大
腸
の
疾
患
や

疑
い
で
通
院
な
ど
を
し
て
い
な
い
人

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

対
象
＝
60
歳
以
上
で
、
呼
吸
器
の
疾
患

や
疑
い
で
通
院
な
ど
を
し
て
い
な
い

人
前
立
腺
検
査

対
象
＝
60
歳
〜
70
歳
の
偶
数
年
齢
の
男

性
で
、
前
立
腺
の
疾
患
や
疑
い
で
通

院
な
ど
を
し
て
い
な
い
人

【
個
別
子
宮
が
ん
検
診
】

対
象
＝
平
成
19
年
度
に
子
宮
が
ん
検
診

を
受
け
て
い
な
い
20
歳
以
上
の
女
性

検
診
項
目
＝
細
胞
診
検
査

6月1日から11月30日まで、市内の医療機関で個別の成人検診・子宮がん検診
を実施しています。積極的に受診して早期発見・早期治療に役立てましょう。 

個別子宮がん検診実施医療機関
実施期間＝6月1日（日）〜 11月30日（日）

医療機関名 電話番号

渡辺医院（花崎町） 22-0257

いしいクリニック（ウイング土屋） 23-4103

岩沢クリニック（飯田町） 27-1122

松岸レディスクリニック（公津の杜） 27-0303

麻野クリニック（三里塚御料） 35-4588

尾崎クリニック（玉造） 28-8511

※検診の予約など、くわしくは各医療機関へ。

個別成人検診・個別子宮がん検診

早期発見
早期治療のために

広報なりた2008.5.15 �



歯科医院名 電話番号
ポプラ歯科医院(東町) 22-9578
新橋歯科医院(幸町) 22-0208
日暮歯科医院(幸町) 22-0329
もろおか歯科歯列矯正クリニック(幸町) 22-2146
はぎわら歯科医院(上町) 20-4180
岡田歯科医院(花崎町) 22-4976
グランド歯科医院(花崎町) 22-0672
タカハシ矯正歯科(花崎町) 22-0077
たんぽぽ小児歯科(花崎町) 22-1325
アン・デンタルクリニック(土屋) 22-0776
オカモト歯科医院(郷部) 23-3303
大木歯科医院(不動ヶ岡) 24-2030
藤田歯科医院(不動ヶ岡) 24-3233
成田イオン歯科(イオンモール内) 23-8277
あべ歯科医院(囲護台) 24-0805
池田歯科西(囲護台) 24-0450
笠井歯科(囲護台) 22-3572
コスモス矯正歯科医院(囲護台) 23-4188
渡辺歯科クリニック(囲護台) 24-4188
さくら歯科クリニック(美郷台) 24-5454
ミサト歯科医院(美郷台) 24-3370
佐野歯科医院(大袋) 22-3631
いしだ歯科医院(飯田町) 28-8791
とみさわ歯科医院(飯田町) 27-5015
平田歯科医院(飯田町) 23-0576
ノウチ歯科クリニック(並木町) 24-2566
伊藤歯科医院(公津の杜) 29-0418
青柳デンタルオフィス(公津の杜) 29-3168
小出歯科医院(公津の杜) 28-1452
公津の杜あべ歯科クリニック(公津の杜) 28-6555
栄歯科医院(大竹) 26-8060
成田病院(押畑) 22-1500
大野歯科医院(大生) 36-1523
三里塚歯科医院(本城) 35-5215
聖マリア記念病院(取香) 32-0711
池田歯科ターミナルクリニック(成田国際空港内) 32-8753
渡部歯科医院(三里塚光ヶ丘) 35-3090
藤崎歯科医院(三里塚御料) 35-0269
角田歯科医院(西三里塚) 35-2277
野澤歯科医院(吾妻) 28-2211
ながい歯科医院(加良部) 28-6377
メイヨ歯科成田ニュータウン診療所(加良部) 27-5481
さいとう矯正歯科クリニック(橋賀台) 26-6226
斉藤歯科医院(橋賀台) 26-6480
大森歯科口腔外科医院(玉造) 28-3852
ハヤシダ歯科医院(玉造) 27-8548
川畑歯科医院(猿山) 96-0025
来光台歯科医院(吉岡) 73-7350

成人歯科検診実施歯科医療機関

目指そう！ 8020

口から始める健康づくり
8020（ハチマルニイマル）運動をご存じですか？
8020の80は80歳のこと、20は20本の歯のことです。
80歳で20本以上自分の歯があると、ほとんどの食べ物
をよくかんでおいしく食べられるといわれています。

8
0
2
0
運
動
は
赤
ち
ゃ
ん
の 

と
き
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す

　

子
ど
も
の
歯
は
妊
娠
中
に
つ
く
ら
れ

ま
す
。
お
母
さ
ん
の
健
康
へ
の
気
遣
い

は
、
歯
が
丈
夫
な
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を

生
む
た
め
に
必
要
で
す
。
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
身
に
付
い
た
む
し
歯
予
防
や
好

ま
し
い
生
活
習
慣
は
、
8
0
2
0
の
達

成
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
母
親
学
級
や
幼
児
歯
科
健

診
を
行
い
、
歯
の
健
康
づ
く
り
の
大
切

さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。	

	

︻
母
親
学
級
︼…
主
に
初
め
て
母
親
に
な

る
人
が
対
象
。
歯
科
健
診
や
歯
の
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
講
義
も
含
ま
れ
ま
す	

︻
1
歳
6
カ
月
児
歯
科
健
診
︼…
1
歳
6

カ
月
の
お
子
さ
ん
が
対
象
で
す
。
1
歳

6
カ
月
児
健
診
と
同
時
に
実
施	

︻
2
歳
児
歯
科
健
診
︼…
2
歳
6
カ
月
の

お
子
さ
ん
が
対
象
。
希
望
者
へ
は
フ
ッ

化
物
歯
面
塗
布
を
行
い
ま
す		

︻
3
歳
児
歯
科
健
診
︼…
3
歳
6
カ
月
の

お
子
さ
ん
が
対
象
。
3
歳
児
健
診
と
同

時
に
実
施	

む
し
歯
、
歯
周
疾
患
は 

生
活
習
慣
病
で
す

　

む
し
歯
や
歯
周
疾
患
は
歯
垢
の
中
に

潜
ん
で
い
る
細
菌
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
病
気
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
病

気
は
生
活
習
慣
に
深
く
関
係
し
て
い
ま

す
。
8
0
2
0
達
成
の
た
め
に
、
生
活

習
慣
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。	

　

市
で
は
、
歯
周
疾
患
の
予
防
や
早
期

発
見
、
歯
や
口
の
病
気
が
影
響
す
る
全

身
の
病
気
を
予
防
す
る
た
め
に
成
人
歯

科
検
診
や
歯
の
健
康
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。	

	
	

	

︹
成
人
歯
科
検
診
︺ 

対
象
＝
40
・
50
・
60
・
70
歳
の
市
民（
現

在
治
療
中
ま
た
は
定
期
的
に
医
療
機

関
で
歯
科
検
診
を
受
け
て
い
る
人
は

除
く
）

実
施
期
間
＝
6
月
1
日（
日
）〜
11
月
30

日（
日
）

自
己
負
担
額
＝
5
0
0
円（
70
歳
の
人

は
自
己
負
担
な
し
）

受
診
方
法
＝
希
望
す
る
歯
科
医
療
機
関

に
直
接
予
約

︹
歯
の
健
康
相
談
︺

日
時
＝
毎
月
第
1
水
曜
日（
1
月
・
5

月
は
除
く
）　

午
後
1
時
30
分
〜
2

時
30
分

会
場
＝
保
健
福
祉
館

内
容
＝
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
に
よ

る
個
別
相
談
、
保
健
指
導
、
歯
み
が

き
実
習
な
ど

※
く
わ
し
く
は
健
康
増
進
課︵
☎
27
︲

1
1
1
1
︶へ
。

効率的なむし歯予防を「歯の健康教室」
　科学的な根拠に裏付けられた、最近のむ
し歯予防の方法について歯科医師がお話し
します。
日 時＝5月29日（木）　午後1時30分〜3時

30分（受け付けは午後1時15分から）
会場＝保健福祉館
講師＝市内歯科開業医
対象と定員＝市民・50人（先着順）
※申し込みは健康増進課（☎27-1111）へ。
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ペットの火葬

斎
場
の
利
用

　

八
富
成
田
斎
場
は
、
成
田
市
・
八
街

市
・
富
里
市
で
管
理
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
3
市
の
い
ず
れ
か
に
、
亡
く

な
っ
た
人
や
喪
主
、
施
主
が
住
民
登
録

ま
た
は
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
場
合

は
、
火
葬
料
金（
待
合
室
1
室
付
き
）が

無
料
と
な
り
ま
す
。

　

斎
場
で
は
、
通
夜
お
よ
び
告
別
式
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
式
場
は
、
午

後
3
時
か
ら
翌
日
の
午
後
3
時
ま
で
の

間
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
料
金
は

申
し
込
み
は
八や

つ

富と

み

成
田
斎
場
へ

火
葬
・
式
場
の
利
用
◦

　ペット火葬は、ペット火葬場（八富成田斎場向い、山之作
359）で行っています。火葬できるペットは、犬・猫・猿・ウ
サギなどの小動物です。
　また、火葬場まで来られない人のために、ペットの引き取り
のサービスも行っています。利用できるのは市民のみで、引き
取り料金は1件につき1,050円です。　
　利用は友引を除く午前9時から午後3時までで、予約をして
からご利用ください。料金は下表の通りです。

八富成田斎場の使用料

区分 単位
料金

市民 市民以外

火　葬

大人 1体 無料 80,000円
子ども（12歳未
満）

1体 無料 70,000円

死産児 1体 無料 50,000円

改葬遺骨 1個 無料 30,000円

四肢など 1個 無料 30,000円

式　場

第1
2時間 10,000円 30,000円

夜間 20,000円 60,000円

第2
2時間 7,500円 22,500円

夜間 15,000円 45,000円

第1・2
2時間 15,000円 45,000円

夜間 30,000円 90,000円

待合室
基本料金（1室）2時間 2,000円 6,000円

超過料金（1室）1時間 1,000円 3,000円

式場
控室

基本料金（1室）2時間 2,000円 6,000円

超過料金（1室）1時間 1,000円 3,000円

霊安室 1棺 1日 5,000円 15,000円

備考 1. 通夜に限り友引の日でも午後 3 時から使用できます。
2. 夜間とは午後 9 時から午前 9 時までです。

種別 料金

特　大 30kg以上 5,250円

大 20kg以上 4,200円

中 20kg未満 3,150円

小 10kg未満 2,100円

ペットの火葬料金
※ペット霊園は、現在合同

墓地のみ使用可能です。

料金は永年で3,150円で

すので併せてご利用くだ

さい。申し込みは八富成

田斎場（☎23-4511）へ。

市
民
が
第
1
式
場
を
利
用
し
て
通
夜
・

告
別
式
を
行
っ
た
場
合
は
8
万
円
、
第

2
式
場
は
6
万
円（
待
合
室
・
式
場
控

室
の
使
用
料
は
除
く
）と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
施
設
の
料
金
は
、
下
表

の
通
り
で
す
。

霊
柩
車
や 

祭
具
の
貸
し
出
し
も

　

市
民
を
対
象
と
し
た
霊
柩
車
と
祭
具

の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

霊
柩
車
の
利
用
は
、
市
内
の
自
宅
、

病
院
な
ど
か
ら
斎
場
ま
で
の
利
用
に
限

ら
れ
、
1
回
5
、
0
0
0
円
で
す
。

　

自
宅
葬
で
使
用
す
る
祭
具
に
つ
い

て
は
、
1
級
祭
壇（
5
段
ま
た
は
4
段
、

約
8
畳
用
）が
1
日
2
、
0
0
0
円
。

2
級
祭
壇（
3
段
、
約
6
畳
用
）は
1
日

1
、
2
0
0
円
で
、
搬
入
・
設
置
・
搬

出
も
行
っ
て
い
ま
す
。

※
斎
場
お
よ
び
霊
柩
車
・
祭
具
の
予
約

申
し
込
み
は
、
八
富
成
田
斎
場︵
☎

23
︲
4
5
1
1
︶で
行
っ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
環
境
衛
生
課︵
☎
20
︲

1
5
3
1
︶へ
。

静かな環境にある八富成田斎場
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課
税
区
分
と
税
率
が
変
更　

　

平
成
20
年
4
月
か
ら
、
国
民
健
康
保

険
税
の「
基
礎
課
税
分
」の
中
に
算
入
し

て
い
た
老
人
保
健
拠
出
金
分
を
、「
後
期

高
齢
者
支
援
金
等
課
税
分
」と
し
て
分

離
し
、
課
税
区
分
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
基
礎
課
税
分
の
所
得

割
と
均
等
割
を
引
き
下
げ
、
代
わ
り
に

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
分
に
所
得

割
と
均
等
割
を
新
設
し
ま
し
た
。
税
率

な
ど
は
合
算
す
れ
ば
平
成
19
年
度
と
変

わ
り
ま
せ
ん
。（
表
1
）

　

課
税
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
基
礎
課

税
分
と
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
分
を
合

わ
せ
る
と
、
3
万
円
の
引
き
上
げ
に
な

り
ま
す
。
介
護
納
付
金
課
税
分
は
税
率

な
ど
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

10
月
に
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
開
始

　

65
〜
74
歳
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
世
帯
主
を
対
象
に
、
平

成
20
年
10
月
に
支
給
さ
れ
る
年
金
か

ら
、
国
民
健
康
保
険
税
を
直
接
引
き
落

す「
特
別
徴
収
」が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
納
付
の
た
め
に
金
融
機
関
な

ど
へ
出
向
く
手
間
が
解
消
さ
れ
ま
す
。

　

特
別
徴
収
の
対
象
者
に
は
、
7
月
中

旬
に
納
税
通
知
書
と
特
別
徴
収
開
始
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。
第
1
期
〜
第
3

期
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
納
付
書
で
納
付

ま
た
は
口
座
か
ら
引
き
落
し
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
10
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
特

別
徴
収
の
開
始
と
な
り
ま
す
。（
表
2
）	

特
別
徴
収
の
対
象

　

次
の
①
〜
④
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

場
合
で
す
。

①
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
あ
る
こ
と
…
世
帯
主
が
、
被
用
者

保
険（
政
府
管
掌
・
組
合
健
康
保
険

や
共
済
組
合
な
ど
）の
加
入
者
で
あ

る
場
合
や
、
75
歳
以
上
で
長
寿
医
療

制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）の
加

入
者
で
あ
る
場
合
は
、
特
別
徴
収
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん

②
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

全
員
が
65
～
74
歳
で
あ
る
こ
と
…
世

帯
に
65
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
の

加
入
者
が
い
る
場
合
は
、
特
別
徴
収

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

世
帯
内
の
65
歳
未
満
の
人
が
全
員
、

被
用
者
保
険
の
加
入
者
で
あ
る
場
合

は
対
象
と
な
り
ま
す

③
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
の
年

額
が
18
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

④
国
民
健
康
保
険
税
が
介
護
保
険
料
と

合
わ
せ
て
、
年
金
額
の
2
分
の
1
を

超
え
な
い
こ
と

※
く
わ
し
く
は
保
険
年
金
課︵
☎
20
︲

1
5
2
6
︶へ
。 

課税区分 改正前 改正後 備考

基礎課税分
（全加入者対象）

所得割 6.7％ 5.4％ 1.3％引き下げ
均等割（1人当たり） 20,000円 16,000円 4,000円引き下げ
平等割（世帯当たり） 13,000円 13,000円 従来通り
課税限度額 530,000円 450,000円 80,000円引き下げ

後期高齢者
支援金等課税分

（全加入者対象）

所得割 - 1.3％
新設（基礎課税分から
分離）均等割 - 4,000円

課税限度額 - 110,000円

介護納付金
課税分

（40〜64歳対象）

所得割 1.4％ 1.4％
従来通り均等割 13,000円 13,000円

課税限度額 80,000円 80,000円

表1　課税区分と税率

期別 納付書・口座振替 年金からの特別徴収の場合

第1期 平成20年 7月31日
第1 〜 3期は左の通り納付書また
は口座から引き落しとなります第2期 平成20年 9月 1日

第3期 平成20年 9月30日

第4期 平成20年10月31日 10月支給分
世帯主の年金から
特別徴収第5期 平成20年12月 1日 12月支給分

第6期 平成21年 1月 5日 2月支給分

第7期 平成21年 2月 2日 年度の途中で増額の場合、納付書・
口座振替での納付も合わせてお願
いする場合があります第8期 平成21年 3月 2日

表2　平成20年度の国保税の納付方法

「国民健康保険税」が変わります

加入者が病気やけがをしたときの医療費などに充てられる大切な財源・国民健康保険税。4月から課税
区分と税率が変更され、10月からは65歳〜 74歳の世帯主の年金からの特別徴収が始まります。

� 広報なりた2008.5.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



　関東近辺の各都県を代表する和太鼓や伝統音楽、伝
統舞踊が一堂に会する日本屈指の太鼓の祭典「成田太
鼓祭」が4月12日・13日、成田山新勝寺と表参道で行
われました。20回を数える今年、27団体404人もの
出演者が一斉に太鼓を打ち鳴らす千願華太鼓が祭りの
始まりの合図。かがり火の幻想的な雰囲気の千年夜舞
台、表参道一帯を一つのステージとして行われる太鼓
パレードと、息つく暇もないほど。心の奥底まで響く
太鼓の勇壮な音が、見物客を魅了しました。

見る人の心を打つ
勇壮な響き

成田太鼓祭

始まりの合図は千願華太鼓

　「100歳・110歳ミックステニス大会」（市テニス協会ほ
か主催）が4月20日、中台テニスコートで開催されました。
同大会は、100歳ミックスの部・110歳ミックスの部の2
部制で優勝を争うもので、男女ペアの合計年齢がそれぞれ
100歳・110歳以上であることが参加資格。選手たちは、
年齢を感じさせないはつらつとしたプレーで、さわやかな
汗を流しました。

ミドルエイジが
はつらつプレー

100歳・110歳ミックステニス大会

ナイスリターン！最高齢ペアの合計年齢はなんと134歳です

鬼気迫る表情は荒行者のよう

次々にやって来る個性溢れるパレードに目が離せない

広報なりた2008.5.15 �



　大栄地区の春の風物詩として親しまれる「伊能のおあそ
び」が4月20日、大須賀大神で開催されました。この日の
ために設置されたステージでは、そろいの着物に身を包ん
だ女性たちが華やかな踊りを披露し、その後、地元保存会
による伊能歌舞伎も上演。それぞれの演目ごとに観衆から
は惜しみない拍手が送られ、多くの人が訪れた境内は春の
にぎわいに包まれていました。

春を彩る伝統芸能
伊能のおあそび

市指定無形民俗文化財の
伊能歌舞伎

　江戸時代末期から続いている「水掛の花まつり」。昨年の
田植え終了後の「花納め」で納められた獅子は、4月1日の

「獅子起こし」で起こされ、4月13日の花まつり当日を迎え
ました。共同利用施設裏手の羽黒神社を皮切りに、水神社
や集落内を巡回しながら獅子舞を披露し、五穀豊穣を祈願
しました。

獅子の舞いで豊作を祈る
水掛地区の花まつり

獅子舞に合わせて踊りだす子どもも

踊りながら地区内を練り歩く

　児童の犯罪被害を防ごうと遠山小学校で4月25日、防犯
教室が開かれました。新学期を迎え、千葉県警察が県内各
校で実施しているもので、同校には成田警察署から警察官
2人が講師として来校。登下校時に不審者が現れたとの設
定の下、児童たちは、子ども110番の家への避難や約束事
の頭文字をまとめた「きょうはいかのおすし」などについて
学習しました。講師からの「どんなことを学びましたか？」
との問い掛けに、永井紗理香さん（2年生）は「変な人が近
づいてきたら大声を出して逃げます」と元気良く答えてい
ました。

合言葉は
「きょうはいかのおすし」

遠山小防犯教室

不審者だ！登校班のみんな、どうする？

安全を守る「きょうはいかのおすし」

� 広報なりた2008.5.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



だ
さ
い
。

　

代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
本
人

の
登
録
印
鑑
と
委
任
状
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
申
請
書
に
は
本
人
の
住
所
・
氏

名
・
性
別
・
生
年
月
日
を
記
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
代
理
人
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
代
理
人
の
印
鑑
も
必
要

に
な
り
ま
す
。

登
録
印
鑑
を
紛
失
し
た
ら

　

本
人
が
市
民
課
・
支
所
市
民
福
祉
課

で
印
鑑
登
録
廃
止
申
請
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い（
来
庁
が
非
常
に
困
難
な

場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

※
く
わ
し
く
は
市
民
課︵
☎
20
︲
1 

5
2
5
︶、
下
総
支
所
市
民
福
祉
課

︵
☎
96
︲
1
1
1
3
︶、
大
栄
支
所
市

民
福
祉
課︵
☎
73
︲
8
0
6
6
︶へ
。

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た

め
、
6
月
8
日（
日
）か
ら
毎
月
第
2
・

第
4
日
曜
日
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
利

用
す
る
機
会
の
多
い
、
市
民
課
や
税
務

課
な
ど
の
窓
口
を
開
庁
し
ま
す
。

　

日
曜
日
の
窓
口
開
庁
実
施
に
伴
い
、

毎
週
火
曜
日
の
市
民
課
窓
口
の
時
間
延

長
は
、
5
月
27
日（
火
）ま
で
と
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

開
庁
日
＝
毎
月
第
2
・
第
4
日
曜
日

（
6
月
8
日
か
ら
開
始
）

開
庁
時
間
＝
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
30
分

開
庁
部
署
と
業
務
内
容

◆
市
民
課（
☎
20
‐
1
5
2
5
）

　

各
種
証
明
書
の
交
付（
戸
籍
謄
・
抄

本
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、

外
国
人
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明

書
、
諸
証
明
な
ど
）

　

戸
籍
の
届
け
出
の
受
領
、
住
民
異
動

届
の
受
け
付
け
、
印
鑑
登
録
な
ど

◆
保
険
年
金
課（
☎
20
‐
1
5
2
6
）

◦
国
民
健
康
保
険
関
係

◦
母
子
・
父
子
家
庭
等
医
療
関
係

　

母
子
・
父
子
家
庭
等
医
療
費
等
助
成

申
請
の
受
け
付
け

◦
乳
幼
児
医
療
・
小
学
生
医
療
費
助
成

関
係

　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
受
給
券
の
交
付

申
請
・
小
学
生
医
療
費
助
成
申
請

の
受
け
付
け

　

関
係
機
関
へ
の
照
会
が
必
要
な
場
合

な
ど
、
業
務
に
よ
っ
て
は
手
続
き
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
届
け
出
や

申
請
の「
受
領
」と
な
っ
て
い
る
業
務
は
、

書
類
を
お
預
か
り
し
、
後
日
審
査
な
ど

の
処
理
を
行
う
も
の
で
す
。
取
扱
業
務

に
つ
い
て
は
、
事
前
に
業
務
を
担
当
す

る
各
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
企
画
課︵
☎
20
︲

1
5
0
0
︶へ
。

本
人
が
登
録
申
請
す
る
に
は

　

登
録
す
る
印
鑑
の
ほ
か
、
運
転
免
許

証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
官
公
署
発
行
の

免
許
証
や
身
分
証
明
書（
写
真
と
公
印

の
あ
る
も
の
で
有
効
期
限
内
の
も
の
）

ま
た
は
市
内
に
印
鑑
登
録
し
て
い
る
人

6
月
か
ら

毎
月
第
2
•
第
4
日
曜
日
に

市
役
所
窓
口
の
一
部
開
庁

の
保
証
書
を
持
参
し
、
市
民
課
・
支
所

市
民
福
祉
課
で
手
続
き
を
す
る
と
、
そ

の
場
で
登
録
で
き
ま
す
。

　

運
転
免
許
証
な
ど
を
持
っ
て
い
な
い

場
合
は
、
本
人
確
認
の
た
め
後
日「
照

会
書
」を
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。
照
会

書
の
回
答
書
欄
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
登
録
す
る
印
鑑
を
押
し
、
本
人
確
認

で
き
る
も
の（
前
記
以
外
の
も
の
。
保

険
証
、
年
金
手
帳
な
ど
）を
持
参
し
て

市
民
課
・
支
所
市
民
福
祉
課
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

代
理
人
が
登
録
申
請
す
る
に
は

　

即
日
登
録
は
で
き
ま
せ
ん
。
登
録
す

る
印
鑑
の
ほ
か
、
本
人
が
代
理
人
に
印

鑑
登
録
申
請
を
委
任
し
た
こ
と
を
証
す

る
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。後
日
、

本
人
の
意
思
を
確
認
す
る
た
め
照
会
書

を
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。
照
会
書
の
回

答
書
欄
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
登
録

す
る
印
鑑
を
押
し
、
市
民
課
・
支
所
市

民
福
祉
課
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
代

理
人
が
持
参
す
る
場
合
は
、
委
任
状
と

代
理
人
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の
が
必

要
で
す
。

印
鑑
登
録
証︵
カ
ー
ド
︶を
紛
失
し
た
ら

　

本
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
登
録
印

鑑
を
持
参
し
、
市
民
課
・
支
所
市
民
福

祉
課
で
印
鑑
登
録
証
亡
失
届
を
し
て
く

　

資
格
の
取
得
・
喪
失
・
変
更
の
届
け

出
の
受
け
付
け
、
保
険
証
の
再
発

行
、
高
額
療
養
費
・
限
度
額
適
用

認
定
証
・
特
別
療
養
費
な
ど
の
給

付
関
係
の
申
請
受
け
付
け

◦
長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
）関
係

　

資
格
の
取
得
・
喪
失
・
変
更
の
届
け

出
の
受
領
、
障
害
認
定
・
限
度
額

適
用
・
高
額
医
療
費
な
ど
の
申
請

受
領

◦
国
民
年
金
関
係

　

資
格
の
取
得
・
喪
失
・
変
更
に
関
す

る
届
け
出
の
受
け
付
け
、
学
生
納

付
特
例
・
免
除
申
請
受
け
付
け

◆
税
務
課（
☎
20
‐
1
5
1
3
）

　

課
税
証
明
な
ど
の
証
明
書
の
交
付

◆
資
産
税
課（
☎
20
‐
1
5
1
4
）

　

評
価
証
明
な
ど
の
証
明
書
の
交
付

◆
児
童
家
庭
課（
☎
20
‐
1
5
3
8
）

◦
児
童
手
当
関
係

　

新
規
請
求
・
額
改
定
・
不
足
書
類
・

消
滅
届
・
現
況
届
の
受
け
付
け

印
鑑
登
録

本
人
と
代
理
人
で
は

手
続
き
が
異
な
り
ま
す

今月の納税

納期内の納付にご協力をお願いします。

※ くわしくは税務課（☎20-1513）へ。

軽自動車税
納期…5月16日（金）〜6月2日（月）
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5
月
19
日（
月
）〜
25
日（
日
）は
、「
春

季
行
政
相
談
強
調
週
間
」で
す
。

　

国
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相
談
委

員
が
国
の
行
政
機
関
な
ど
の
仕
事
に
つ

い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
要
望
や
意
見
を
聞

き
、
解
決
の
促
進
を
図
り
ま
す
。
人
権

擁
護
委
員
に
よ
る
相
談
も
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
名
＝
も
め
ご
と
・
な
や
み
ご
と
・

苦
情
相
談

期
日
＝
5
月
19
日（
月
）

時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

会
場
＝
市
役
所
2
階
2
0
1
会
議
室

費
用
＝
無
料

　

千
葉
行
政
評
価
事
務
所
行
政
相
談
課

で
も
、
行
政
相
談
苦
情
1
1
0
番（
☎

納
税
相
談
の
夜
間
延
長
窓
口

　

5
月
20
日
・
27
日
の
火
曜
日　

午
後

7
時
ま
で

休
日
納
税
相
談
窓
口

　

5
月
25
日（
日
）	

午
前
9
時
〜
午
後

4
時

会
場
＝
税
務
課（
市
役
所
2
階
）

※
く
わ
し
く
は
同
課︵
☎
20
︲
1
5
1
9
︶

へ
。

　

6
月
1
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
全
国
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
、
こ
の
日
を
人
権

擁
護
委
員
の
日
と
定
め「
育
て
よ
う
一

人
ひ
と
り
の
人
権
意
識
〜
思
い
や
り
の

心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
〜
」

を
啓
発
重
点
目
標
に
掲
げ
て
、
積
極
的

な
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

6
月
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
に
合
わ

せ
て「
も
め
ご
と
・
な
や
み
ご
と
・
苦

情
相
談（
人
権
・
行
政
相
談
）」を
実
施

し
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
6
月
2
日（
月
）

時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

会
場
＝
市
役
所
2
階
2
0
1
会
議
室

費
用
＝
無
料

※
く
わ
し
く
は
市
民
支
援
課
市
民
相
談

室︵
☎
20
︲
1
5
0
7
︶へ
。

0
4
3
‐
2
4
4
‐
1
1
0
0
・
平
日

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
）や
F
A	

X（
0
4
3
‐
2
4
6
‐
9
8
2
9
）・
ホ	

ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.soum

u.
go.jp/kanku/kanto/chiba.htm

l

）

で
行
政
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
市
民
支
援
課
市
民
相
談

室︵
☎
20
︲
1
5
0
7
︶へ
。

　

市
で
は
、
平
日
に
市
税
の
納
税
相
談

を
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
を
対
象
と
し

て
、
納
税
相
談
の
夜
間
延
長
窓
口
と
休

日
納
税
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

窓
口
は
市
役
所
2
階
税
務
課
で
す
。

下
総
支
所
・
大
栄
支
所
で
は
行
い
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

6
月
の
第
2
週（
8
日（
日
）〜
14
日

（
土
））は
危
険
物
安
全
週
間
で
す
。
今

年
の
標
語
は「
安
全
へ
確
か
な
ス
マ
ッ

シ
ュ
保
守
点
検
」で
す
。

　

石
油
類
を
は
じ
め
と
す
る
危
険
物

は
、
事
業
所
な
ど
で
幅
広
く
利
用
さ
れ

国
民
生
活
に
深
く
浸
透
し
、
そ
の
安
全

確
保
の
重
要
性
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

特
に
ガ
ソ
リ
ン
は
、
何
ら
か
の
小
さ
な

火
源
に
よ
っ
て
爆
発
的
に
燃
焼
す
る
極

め
て
危
険
性
が
高
い
物
質
で
、
買
い
だ

め
行
為
に
よ
る
火
災
の
発
生
が
心
配
さ

れ
ま
す
。

　

危
険
物
の
正
し
い
取
り
扱
い
・
保
管

方
法
・
特
性
を
再
認
識
し
、
安
全
使
用

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
市
消
防
本
部
予
防
課

︵
☎
20
︲
1
5
9
1
︶へ
。

　

5
月
25
日（
日
）を
中
心
に
、
環
境
美

化
運
動（
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
）が
県
下
一
斉

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
「
ポ
イ
捨
て
を
な
く
し
、
私
た
ち
の

ま
ち
を
私
た
ち
の
手
で
美
し
く
」を
合

言
葉
に
、
区
や
自
治
会
、
事
業
所
な
ど

の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
で
は
、
各
地
区
の
道
路
や

公
園
な
ど
に
投
げ
捨
て
ら
れ
た
瓶
・
缶

な
ど
の
収
集
や
、
散
乱
ご
み
の
収
集
、

草
刈
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

快
適
で
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
に
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課︵
☎

20
︲
1
5
3
0
︶へ
。

　

下
水
道
は
、
自
然
や
人
々
の
生
活
環

境
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
公
共
の
財
産

で
す
。

　

排
水
設
備
に
野
菜
く
ず
、
残
飯
、
天

ぷ
ら
油
、
合
成
洗
剤
、
ア
ル
コ
ー
ル
、

ガ
ソ
リ
ン
、雨
水
、水
に
溶
け
な
い
紙
、

紙
お
む
つ
、
た
ば
こ
、
ガ
ム
、
ビ
ニ
ー

ル
な
ど
を
流
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

排
水
設
備
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

維
持
管
理
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
も
し
詰
ま
っ
て
修
理
を
依
頼
す
る

と
多
額
の
費
用
が
掛
か
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
正
し
い
使
用
・
点
検
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
下
水
道
課︵
☎
20
︲

1
5
5
3
︶へ
。

春
季
行
政
相
談
強
調
週
間

気
軽
に

要
望
や
意
見
な
ど
を

下
水
道

日
ご
ろ
か
ら

正
し
い
使
用
•
点
検
を

納
税
相
談

夜
間
延
長
と

休
日
開
設

人
権
擁
護
委
員
の
日

気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

危
険
物
安
全
週
間

ガ
ソ
リ
ン
と
軽
油
の

貯
蔵
に
注
意

第
96
回
環
境
美
化
運
動

ゴ
ミ
ゼ
ロ
目
指
し

市
内
全
域
で

  

下
総
町
名
誉
町
民 

  

椿
貞
一
氏
が
逝
去

　

下
総
町
名
誉
町
民
で
元
下
総
町
長

の
椿
貞
一
氏
が
、
4
月
13
日
、
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
81
歳
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

椿
氏
は
、
大
正
15
年
4
月
27
日
旧

下
総
町
猿
山
に
生
ま
れ
、
昭
和
50
年

4
月
30
日
か
ら
平
成
3
年
ま
で
4
期

16
年
間
に
わ
た
り
町
長
を
務
め
ら

れ
、
平
成
11
年
7
月
に
は
下
総
町
名

誉
町
民
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
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千
葉
県
警
察
で
は
、
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ

事
件
を
引
き
起
こ
す
過
激
派
に
対
し
、

徹
底
し
た
取
り
締
ま
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
過
激
派
の
ア
ジ
ト
を
発
見
す
る
た

め
に
は
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
不
可
欠
で
す
。「
あ
れ
っ
、
変
だ
な
」

「
ど
こ
か
お
か
し
い
」と
思
う
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
千
葉
県
警
察
に
連
絡
・

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
成
田
警
察
署︵
☎
27
︲

0
1
1
0
︶へ
。

受
付
日
時
＝
5
月
25
日（
日
）	

午
前
9

時
〜
午
後
4
時

会
場
＝
い
ず
み
聖
地
公
園
管
理
事
務
所

（
東
和
泉
6
5
5
）

募
集
区
画
＝
4
㎡
芝
生
墓
地
2
区
画
、

4
㎡
普
通
墓
地
3
区
画
、
6
㎡
普

通
墓
地
1
区
画

対
象
＝
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人

登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
、
市
内
に

1
年
以
上（
5
月
1
日
現
在
）住
ん

で
い
る
人
で
、
親
族
の
焼
骨
を
持
っ

て
い
る
人

申
込
方
法
＝
印
鑑
と
埋
葬
許
可
証
を

持
参
し
、
希
望
す
る
区
画
を
決
め
、

管
理
事
務
所
に
用
意
し
て
あ
る
所

定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い
て

提
出

決
定
＝
希
望
区
画
の
申
し
込
み
が
重
複

し
た
場
合
は
、
5
月
25
日（
日
）午
後

4
時
30
分
か
ら
抽
選
を
行
い
、
書
類

審
査
を
経
て
使
用
区
画
を
決
定

料
金

◦
永
代
使
用
料
…
3
0
0
、0
0
0
円

〜
6
1
2
、0
0
0
円

◦
管
理
料（
単
年
度
ま
た
は
6
年
度
分

前
納
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
）（
上
表
）

※
く
わ
し
く
は
環
境
衛
生
課︵
☎
20
︲

1
5
3
1
︶へ
。

　

道
路
や
個
人
の
土
地
へ
の
、
家
電
製

品
や
家
庭
ご
み
、
建
築
廃
材
な
ど
の
不

法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
約
1
5
0
人
の
不
法
投
棄

監
視
員
や
職
員
な
ど
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
、
不
法
投
棄
の
防
止
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
不
法
投
棄
の
多
い

場
所
に
は
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
監

視
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
防
止
す
る
に
は
、
何
よ

り
地
域
の
皆
さ
ん
の
監
視
と
土
地
所
有

者
の
管
理
が
大
切
で
す
。
不
法
投
棄
を

発
見
し
た
ら
環
境
対
策
課
に
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
同
課︵
☎
20
︲
1
5
3 

2
︶へ
。

　

保
健
所
で
の
水
質
検
査
廃
止
に
伴

い
、
食
品
衛
生
協
会
で
水
質
検
査
の
窓

口
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
検
査
は
食
品
関
係
営
業
者
だ
け

で
は
な
く
、
一
般
住
民
か
ら
の
依
頼
も

受
け
付
け
ま
す
。

予
約
と
容
器
の
貸
し
出
し
日
時
＝
月
〜

金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）	

午
前
9
時

〜
午
後
5
時

検
査
受
付
方
法
＝
毎
水
曜
日（
祝
日
の

場
合
は
木
曜
日
）の
午
前
9
時
〜
11

時
に
、
当
日
採
取
し
た
井
戸
水
を

提
出

予
約
・
受
付
場
所
＝
印
旛
保
健
所
管
内

食
品
衛
生
協
会（
佐
倉
市
）

料
金
＝
会
員（
食
品
関
係
営
業
者
）6
、

0
0
0
円
、
一
般
7
、
0
0
0
円

結
果
報
告
＝
約
2
週
間
後
に
検
査
機
関

か
ら
郵
送

　

異
常
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
印
旛

保
健
所
健
康
生
活
支
援
課（
☎
0
4
3
‐	

4
8
3
‐
1
1
3
7
）、
印
旛
保
健
所

成
田
支
所（
☎
26
‐
7
2
3
1
）に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
印
旛
保
健
所
管
内
食
品

衛
生
協
会︵
☎
0
4
3
︲
4
8
3
︲

1
1
7
9
︶へ
。

過
激
派
ア
ジ
ト

発
見
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

い
ず
み
聖
地
公
園
返
還
墓
地

6
区
画
の

受
け
付
け
開
始

監
視
体
制
強
化
中

許
し
ま
せ
ん

不
法
投
棄

井
戸
水
の
水
質
検
査

申
し
込
み
は

食
品
衛
生
協
会
へ

種類 単年度 6年度分前納

芝生墓地 5,880円 29,400円

4㎡普通墓地 3,360円 16,800円

6㎡普通墓地 5,040円 25,200円

管理料

（4月16日〜30日）

市 長 日 誌

奉納演舞で伊能歌舞伎米をPR

16日 成田商工会議所青年部総会
17日 成田市更生保護女性会総会
 成田市果実出荷組合総会
18日  佐倉人権擁護委員協議会第2部会

総会
19日 成田市青少年相談員連絡協議会総会
21日  成田の水をきれいにしよう運動推

進協議会総会
 空港周辺環境美化協会総会
22日 印旛地区水防管理団体連合会総会
23日 国際こども絵画交流展実行委員会
24日  千葉県国民健康保険団体連合会印

旛支部総会
25日  成田市消費生活モニター委嘱状交

付式
 成田市体育指導委員委嘱状交付式
26日 市川団十郎丈・海老蔵丈奉納演舞
28日  成田山開基1070年祭記念大開帳

開白大法会
 祝賀市民大提灯行列
29日 ボーイスカウト印旛地区協議会総会
 津軽三味線奉納大演奏会
30日 成田市男女共同参画推進員会議
 千葉県市長会定例会

広報なりた2008.5.15 1�



困りごと・悩みごと相談室
心の健康、応援します

一人で悩んでいないで相談してみませんか？

毎日の生活の中で、疑問に思っていること、誰かに相
談したいと思っていることはありませんか。市など
では、そんなあなたの要望に応え、各種相談を行いま
す。相談は無料で秘密は厳守されます。この機会に日
ごろ感じている疑問や悩みを解消してみてはいかがで
すか。

相　談　名 期　日 時　間 場　所 問い合わせ先

市民生活相談
（離婚・相続・相隣関係・金
銭貸借・売買など）

月・金曜日 9：00〜16：00 市役所2階市民相談室

市民支援課市民相談室
☎20-1507
※ 裁判所で係争中の事件

は除きます。法律相談6
月分の予約は5月28日

（水）午前8時30分から
受け付けます。

法律相談
（予約制・市内在住の人）

水曜日 13：00〜16：00 〃

もめごと・なやみごと・苦
情相談（人権・行政相談）

5月19日（月） 10：00〜15：00 市役所2階201会議室

外国人相談（英語・中国語・
スペイン語・ポルトガル語）

5月23日（金） 13：00〜16：00 〃

税務相談 5月20日（火） 10：00〜15：00 市役所2階市民相談室

不動産相談 5月20日（火） 10：00〜12：00 市役所2階201会議室

市民よろず相談 5月17日（土） 13：00〜16：00 保健福祉館
県行政書士会印旛支部
作田義美さん☎23-3286

税務支援センター（予約制） 5月28日（水） 10：00〜15：00
県税理士会成田支部

（飯田町157-4）
県税理士会成田支部
☎28-0931

司法書士法律相談 5月21日（水） 18：00〜20：00 保健福祉館
県司法書士会佐倉支部
石井滋さん☎20-1810

無料木造住宅耐震相談
（予約制）

5月25日（日） 9：00〜16：00 市役所5階503会議室 建築指導課☎20-1564

女性就業（内職）相談
（来所前に要電話）

水・金曜日
（16日（金）は休み）

10：00〜16：00 市役所2階女性就業相談室
商工課
☎22-1111内線2728

高年齢者職業相談 月〜金曜日 8：30〜17：00 市役所2階高年齢者職業相談室
商工課
☎22-1111内線2729

商工業者法律相談（予約制） 6月 4日（水） 10：00〜12：00 商工会館2階相談室 商工会議所☎22-2101

消費生活相談 月〜金曜日 10：00〜16：00 消費生活センター（市役所2階）
消費生活センター
☎23-1161

年金相談 水曜日 10：00〜15：00 市役所1階相談室 保険年金課☎20-1526

交通事故相談 6月 3日（火） 10：00〜15：00 市役所4階402会議室 交通防犯課☎20-1527

障がい者相談
水・第4日曜日、
祝日を除く毎日

9：00〜19：00 保健福祉館
障がい者相談センター
☎27-1106

心配ごと相談

木曜日 10：00〜15：00 保健福祉館
社会福祉協議会
☎27-7755

6月13日（金） 10：00〜15：00 下総地域福祉センター

5月16日（金） 10：00〜15：00 保健福祉館大栄分館

酒害相談
5月15日（木）
6月 5日（木）

9：00〜12：00 保健福祉館 〃

家庭児童相談 月〜金曜日 9：00〜16：00 市役所1階家庭児童相談室 児童家庭課☎20-1538

就学相談（予約制） 月〜金曜日 9：00〜17：30 成田市教育センター 教育センター☎20-2922

教育相談（予約制） 火曜日 9：00〜16：00 〃 〃

教育相談（不登校相談も） 月〜金曜日 9：00〜17：00 成田市ふれあいるーむ21 教育相談室☎22-5100

相　談　日

1� 広報なりた2008.5.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



刊行しました
「成田市史研究32号」

主な内容と執筆者
◦東国の古代村落

の復元〜下総
国印旛郡八代
郷・埴生郡玉作
郷から古代を
探る・田形孝一

◦成田の現代史の
「歴」と「史」〜
「成田空港問題」の歴史伝承・新井勝
紘

◦オビシャ考（その二）〜祭事にみる心意
伝承・生方徹夫

◦下総地区は歴史の宝庫・礒辺大暢
◦平成18年度市史講座講演録「水野葉舟

を巡る人々」・講師　本多浩
◦成田市史調査員だより一・髙木博彦、

小川和博、木村修、外山信司、鏑木
行廣、小倉博、神尾武則、中村政弘、
矢嶋毅之、藤下昌信、島田七夫

◦成田市史年表稿　2005（平成17）年
◦成田市関係新聞記事目録　2005（平

成17）年
規格＝A5判
ページ数＝144ページ
頒布価格＝500円
頒布場所＝市立図書館2階参考資料室、

市役所1階行政資料室
※既刊刊行物の「成田市史」、「下総町史」、
「大栄町史」、「成田市史研究」も上記の
場所で頒布し、閲覧もできます。く
わしくは市立図書館（☎27-4646、月
曜日は休館）へ。

縦覧します
「選挙人名簿」

　平成20年6月2日現在の選挙人名簿を
次の通り縦覧します。今回新しく登録さ
れる人は、日本国民で昭和63年6月2日
までに生まれ、平成20年3月1日まで成
田市に住民登録をし、引き続き3カ月以
上住んでいる人です。
期間＝6月3日（火）〜7日（土）　 
時間＝午前8時30分〜午後5時30分
場所＝市選挙管理委員会（市役所4階）
※くわしくは同委員会（☎22-1111内線

3152）へ。

基本計画を策定しました
「（仮称）公津の杜複合施設」

　公津の杜複合施設は、ホール・図書館・
子育て支援機能などを備える施設とし
て、平成23年秋の開館を予定しています。
　この計画の詳細については、市民支援
課ホームページ（http://www.city.narit 
a.chiba.jp/sosiki/shien/shien/index.
html）または行政資料室（市役所1階）で
閲覧できます。
※くわしくは市民支援課（☎20-1507）

へ。

刊行のための調査にご協力を
「（仮称）大字別地域の事典」

　市立図書館では、大字単位の歴史を知
ることのできる資料を作成しています。
　この資料では地区別大字別の歩みや、
地域における遺跡・遺物・社寺・施設・
団体・人物などを紹介する予定です。各
家庭で眠っている古文書、貴重な写真な
どがありましたら、ご連絡ください。
※くわしくは市立図書館（☎27-4646、

月曜日は休館）へ。

プールがオープン
「大栄B&G海洋センター」

期間＝6月1日（日）〜9月30日（火）（月曜
日を除く）

時間＝午前9時〜正午、午後1時〜5時
（金・土曜日は午後9時まで）

料金＝小中学生100円（市外は210円）、
高校生以上210円（市外は420円）

※平日は小学校の授業で使用できない時
間帯があります。くわしくは大栄B＆
G海洋センター（☎73-5110、月曜日・
祝日の翌日は休館）へ。

催し物

国際文化会館大ホールで
「成田市戦没者追悼式」

日時＝5月21日（水） 午前10時〜正午（受
け付けは午前9時から）

会場＝国際文化会館大ホール
※参加を希望する人は、当日直接会場へ。

くわしくは社会福祉課（☎20-1536）へ。

市役所ロビーで
「さつき花季展示会」

期間＝6月2日（月）〜5日（木）
会場＝市役所1階ロビー
※くわしくは（社）日本皐

さ

月
つき

協会成田支
部・篠田靖男さん（☎93-6176）へ。

大栄地区の地域の人たちによる冊子

藤
田
邦
枝（
習
志
野
市
）・
田
中
五
十
一（
さ
い
た
ま
市
）・
近
藤
克
子（
成
田
市
）・
新
井

健
一（
八
千
代
市
）・
砺
波
ひ
ろ
み（
佐
倉
市
）・
加
藤
武
久（
横
浜
市
）・
本
多
悠
天（
千
葉

市
）・
神
崎
葉
子（
成
田
市
）・
福
田
澄
江（
船
橋
市
）・
岡
澤
浩（
成
田
市
）・
伊
藤
信
治（
成

田
市
）・
阿
部
康
典（
千
葉
市
）・
北
村
勉（
八
千
代
市
）・
平
野
善
右（
千
葉
市
）・
古
市
多

美
子（
茂
原
市
）・
高
橋
清（
富
里
市
）・
坂
戸
静
子（
葛
飾
区
）・
田
中
克
美（
成
田
市
）・

本
田
満（
成
田
市
）・
斉
藤
美
津
子（
成
田
市
）	

（
敬
称
略
）

　

成
田
山
公
園
で
2
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
梅
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

期
間
中
に
観
梅
句
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
7
1
7
の
投
句
が
あ
り
、
こ
の
中
か
ら
秀

句
9
句
と
入
選
20
句
が
決
ま
り
ま
し
た
。（

選
者
は
成
田
山
新
勝
寺
・
橋
本
照
稔
猊
下
）

日に

本ほ
ん

一い
ち

住す

み
佳よ

き
成な
り

田た

梅う
め

ま
つ
り 

竹
田　

政
子（
船
橋
市
）

梅う
め

ま
つ
り
座ざ

し
て
野の
だ
て点
の
異い

邦ほ
う

人じ
ん 

伊
藤
ま
さ
子（
成
田
市
）

梅う
め

の
香か

に
和な
ご

む
人ひ
と

の
輪わ

新し
ん
し
ょ
う
じ

勝
寺 

安
藤　

鈴
子（
富
里
市
）

梅う
め

見み

頃ご
ろ

宗そ
う

吾ご

の
杜も
り

と
渡わ
た

し
舟ぶ
ね 

金
子
光
司
郎（
船
橋
市
）

成な
り

田た

屋や

も
参ま
い

る
総そ
う

門も
ん

梅う
め

の
寺て
ら 

石
井　
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伝言板

募　集

大栄B＆G海洋センターで
「プール教室」

■水中ウォーキング教室
日時＝6月7日〜7月26日の毎土曜日（全

8回） 午前9時45分〜11時
参加費＝1,680円（全8回分、保険代は別

途実費負担）
■アクアビクス教室
日時＝6月7日〜28日の毎土曜日（全4

回） 午後5時45分〜7時
参加費＝840円（全4回分、保険代は別

途実費負担）
会場＝大栄B&G海洋センター
対象と定員＝20歳以上で市内在住また

は在勤の人・30人（先着順）
※水着、キャップを持参してください。

申し込みは生涯スポーツ課（☎20- 
1584）へ。

あなたの就職を応援
「パソコン講習会・ビジネス科」

期日＝6月26日〜7月18日の月・火・木・
金曜日（全14回）

時間＝午前10時〜午後3時（11回目から
は午後4時まで）

会場＝勤労会館（不動ヶ岡）
内容＝パソコンのワード・エクセル・

パワーポイントなどの基礎（初級者向
け）

対象＝現在求職中の市民で、パソコンの
操作技術を習得して就業しようとす
る人

定員＝20人（応募者多数は選考）
受講料＝8,000円（教材費）
申込方法＝6月5日（木）・6日（金）の午後

2時〜4時に応募者本人が直接会場へ
※くわしくは商工課（☎20-1622）へ。

もうすぐ父の日
「親子でウォークラリー」

日時＝6月8日（日） 午前9時50分〜11時
30分

集合場所＝子ども館
内容＝子ども館をスタートし、中台運動

公園内でウォークラリー
対象＝小中学生と保護者
定員と参加費＝20組（先着順）・無料
※雨天時は子ども館内で行います。申し

込みは同館（☎20-6300、月曜日・第
3日曜日は休館）へ。

文化庁委嘱事業
「伝統文化こども教室」

　市内では「伝統文化こども教室」が次の
通り実施されます。
■成田ふるさと文化振興会
期日＝5月〜2月の第4日曜日（全10回）
会場＝中央公民館
内容＝生け花、茶道、手工芸（折り紙など）
対象と定員＝小中学生・20人（先着順）
参加費＝500円（材料費・1回当たり）
申込方法＝成田ふるさと文化振興会・西

澤さん（☎26-0605）または滝澤さん
（☎26-0216）へ

■池坊いけばな深沢教室
期日＝6月〜2月（全10回）
会場＝下総公民館
内容＝生け花を基礎から学ぶ
対象と定員＝小中学生・20人（先着順）
参加費＝500円（材料費・1回当たり）
申込方法＝池坊いけばな深沢教室・深沢

さん（☎96-3618）へ
■成田市装道和装礼法・もろおかこども

教室
期日＝5月31日、6月7日・14日、7月19

日、8月9日・23日、10月11日・25日、
12月13日・20日の土曜日（全10回）

時間＝午後1時〜1時30分
会場＝成田公民館
内容＝礼法（マナー）・浴衣の着装
対象と定員＝小中学生・15人（先着順）
参加費＝300円（10回目のみ・茶菓代）
申込方法＝成田市装道和装礼法・もろお

かこども教室・師岡さん（☎090-321 
0-2986）へ

※男女共に歓迎します。くわしくは各申
込先へ。

お知らせi
県民の日を記念し

「施設の無料開放」

※くわしくは①〜③は市体育館（☎26-7 
251）、④は生涯スポーツ課（☎20-15 
84）、⑤〜⑧は大栄B＆G海洋セン
ター、⑨は坂田ヶ池総合公園管理事
務所へ。

早期発見にご協力を
「街路樹の害虫」

　市では、街路樹の害虫防除を定期的に
行っています。被害を最小に抑えるため
には、害虫を早期に発見し防除すること
が大切です。街路樹の葉に異変や害虫を
発見したら道路維持課（☎20-1551）へ
連絡してください。
※くわしくは同課へ。

日ごろの運動不足を解消！

施設名 利用日時 申込方法

市
体
育
館

①トレーニ
ング室 6月15日（日）

午前9時〜
午後5時

当日随時
（個人利用）

②卓球室

③久住体育館
6月15日（日）
午前9時〜
午後9時

6月1日（日）
午前9時から久 
住体育館（☎36-
1708）へ

④印東体育館
6月3日（火）
午前9時に印東
体育館で抽選

大
栄
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

⑤体育館
6月15日（日）
午前9時〜
午後9時

6月1日（日）
午前9時から大 
栄B＆G海 洋 セ 
ンター（☎73-51
10）へ（プールの
個人利用は予約
不要）

⑥武道場

⑦プール 6月15日（日）
午前9時〜
午後5時

⑧大栄運動場

⑨坂田ヶ池総合
公園 キャンプ場

6月14日（土）
午後4時〜
翌午前9時 坂田ヶ池総合公

園 管 理 事 務 所
（ ☎29-1161）へ
（空いていれば
当日の利用も可）

6月15日（日）
午前9時〜
午後4時

6月15日（日）
午後4時〜
翌午前9時

1� 広報なりた2008.5.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



家族・友達と
「風土記の丘周辺ウォーク」

日時＝5月18日（日） 午前9時〜午後3時
集合場所＝イオンモール成田スポーツ

オーソリティ前
コース＝スポーツオーソリティ〜房総の

むら〜龍角寺〜風土記の丘〜坂田ケ
池総合公園（昼食）〜八生小学校〜ス
ポーツオーソリティ（約16㎞）

参加費＝200円（保険料）
持ち物＝昼食、雨具、筆記具
※参加を希望する人は当日直接集合場

所へ。くわしくは市レクリエーショ
ン協会事務局（生涯スポーツ課・☎
20-1584）へ。

学園の雰囲気を味わいながら
「県立下総高等学校開放講座」

日程と内容

時間＝午前10時〜正午（初日は午後4時
30分から）

会場＝県立下総高校
対象＝全講座に参加できる人
定員＝30人（応募者多数は抽選）
参加費＝3,500円程度（教材費）
申込方法＝5月30日（金）までに、はがき

に郵便番号・住所・氏名・年齢・性別・
電話番号を書いて、県立下総高校開放
講座係（〒289-0116 名古屋247 ）へ

※くわしくは同校（☎96-1161）へ。

一般公開します
「香取特別支援学校」

　より多くの人に香取特別支援学校の教
育を理解してもらうため、学校一般公開
を行います。
日時＝6月10日（火） 午前9時50分〜11

時50分
会場＝県立香取特別支援学校（神崎町）
申込方法＝6月3日（火）までに氏名・住

所・電話番号を同校（☎0478-72-29 
11 FAX0478-72-4179）へ

※くわしくは同校へ。

国民の安全を守る
「技術職自衛官」

■技術海上幹部
応募資格＝大卒で38歳未満の人
待遇＝1等海尉・2等海尉として採用（経

験年数などにより異なります）
試験日＝7月1日（火）
■技術海曹（免許の部）
応募資格＝20歳以上で国家免許資格取

得者など
待遇＝3等海曹〜海曹長として採用（免

許の種類および年齢などにより異な
ります）

試験日＝6月30日（月）
■技術海曹（大学・短大・高専卒の部）
応募資格＝20歳以上で工科系大学・短

大・高専卒（卒業見込みを含む）の人
待遇＝3等海曹として採用
試験日＝6月30日（月）
受付期間＝5月23日（金）まで
※応募方法などくわしくは自衛隊成田地

域事務所（☎22-6275）へ。

火の用心
「甲種防火管理新規講習」

日時＝7月16日（水）・17日（木） 午前9時
〜午後5時

会場＝国際文化会館小ホール
対象＝市内在住または在勤の人
定員＝120人（先着順）
参加費＝3,400円（テキスト代）
申込方法＝6月11日（水）・12日（木）の午

前9時〜午後5時に、写真（3×2.4cm）
1枚と受講料3,400円を持参して直接
市消防本部予防課（市役所地下1階）へ

※くわしくは同課（☎20-1591）へ。

日々の安心のために
「無料木造住宅耐震相談会」

　市では、市民の皆さんの大切な生命や
財産を守るため、木造戸建て住宅の耐震
相談会を今年5月から開催します。
　お住まいの住宅の耐震性について相談
してみませんか。
　建築士の資格をもった相談員が分かり
やすく説明します。
期日＝5月25日（日）、6月26日（木）、7

月26日（土）　
時間＝午前9時〜正午、午後1時〜4時
会場＝市役所5階503会議室
内容＝建築物の耐震性や耐震診断・耐震

改修の工法などの相談（相談時間は1
時間程度）

相談員＝建築士有資格者
対象＝一戸建て住宅または併用住宅（居

住部分が総床面積の2分の1以上のも
の）で木造在来工法（軸組構法）2階建
て以下のものを市内に所有し、自ら
が居住している人

定員＝12人（相談会1回当たり・先着順）
持ち物＝図面（図面を持っていない人は、

簡単な間取り図）
申込方法＝開催日の7日前（土・日曜日、

祝日の場合はその前日）までに直接ま
たは電話で建築指導課（☎20-1564）
へ

※8月以降の開催日については、改めて
お知らせします。くわしくは同課へ。

ウォーキングには最適の季節（坂田ケ池総合公園）

不要品情報コーナー

《譲ります》
有 償◦製図台のドラフター◦職業

用ミシン◦旅行用かばん
無償◦テレビ◦ガスレンジ

《探しています》
有 償◦職業用または工業用ミシン

◦耕運機◦スクーター◦キャン
ピングカー◦カヤック◦電子ピ
アノ

無 償◦車いす◦花器◦ガスレンジ
◦ビーチテーブル◦ビデオデッ
キ・カメラ（Hi8方式）◦子どもの
おもちゃ（プラレール・トミカな
ど）

※ くわしくはリサイクルプラザ（☎
36-1000、月曜日は休館）へ。

6月19日（木）
開講式・草花栽培の
基礎

21日（土） 食品加工ほか

28日（土） 野菜栽培の基礎

7月24日（木） パソコンの基礎1

25日（金） パソコンの基礎2

29日（火）
流しそうめん・もみ
殻炊飯

8月29日（金） ナシ栽培の基礎

9月11日（木） 閉講式
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伝言板

海・自然・水辺について
「海洋体験セミナー」

期日＝8月5日（火）〜9日（土） （4泊5日）
場所＝沖縄県
内容＝共同生活を通じて異世代間のコ

ミュニケーションを学び、沖縄での
海洋性レクリエーションや自然体験
活動を通して、海・船・海洋環境へ
の理解を深める

対象＝小学5年生〜中学3年生
定員＝2人（先着順）
参加費＝34,500円（自宅〜羽田空港の

交通費などは別途実費負担）
※申し込みは5月20日（火）までに生涯ス

ポーツ課（☎20-1584）へ。

身近にこんなスポットが
「市内施設見学会」

期日＝6月6日（金）
集合時間と場所＝午前9時・市役所1階

ロビー（午後3時30分解散）
見学コース＝給食センター〜麻薬探知犬

訓練センター〜三里塚コミュニティ
センター（昼食）〜日本航空整備工場

対象＝市内に住んでいる人
定員＝30人（先着順）
参加費＝無料
※昼食は各自で用意してください。申し

込みは広報課（☎20-1503）へ。

わたしらしく生きるために
「男女共同参画講座」

　市では「男女が参画し、協働するまちづ
くり」を目指し、「男女共同参画講座」を開
催します。平成20年度は、身近な法律や
裁判のこと、自分らしく生きるというこ
と、夫婦のあり方などのテーマで男女共
同参画について学びます。
日程

会場＝市役所6階会議室（フォーラム・
イン・ナリタの会場は国際文化会館）

対象と定員＝市内に在住・在勤・在学の
人で全講座受講できる人・40人（先着
順）

受講料＝無料
申込方法＝6月26日（木）（必着）までに電

話・FAX・はがき・Eメールのいずれ
かで、氏名・住所・電話番号を企画課

（☎20-1501 FAX24-1006 〒286- 
8585 花崎町760 Eメールkikaku@
city.narita.chiba.jp）へ

※日程は変更になる場合があります。託
児室（2〜8歳）の利用を希望する人は
各開催日の10日前までに申し出てく
ださい。1回ごとの受講を希望する「一
般受講者」については、改めてお知ら
せします。くわしくは企画課へ。

日ごろの練習の成果を
「ジュニアシングルステニス大会」

期日＝7月22日（火）〜25日（金）（予備日
7月26日（土））

会場＝中台テニスコート
参加資格＝市民・加盟クラブ員・市内の

高校に通う高校生で18歳以下の人（千
葉県高校総体個人戦でベスト8以上の
選手と市テニス協会主催シングルス・
ダブルス選手権でベスト4以上の選手
は除く）

参加費＝1,000円（一人当たり）
競技方法＝シングルス個人戦（15歳以下

男・女、18歳以下男・女）
申込方法＝6月20日（金）までに公津の杜

テニススクール（☎28-4062）へ　
※くわしくは市テニス協会事務局・青木

さん（☎26-0092）へ。

この機会にぜひ
「放送大学夏季集中科目履修生」

募集科目＝学校図書館司書教諭資格取得
講習対応科目、看護師学校養成所2年
課程（通信制）対応科目

期間＝7月22日（火）〜8月8日（金）
出願期限＝5月31日（土）（必着）
※募集要項を無料配布しています。くわ

しくは放送大学千葉学習センター（☎
043-298-4367）へ。

挑戦してみませんか
「やさしいカヌー」

期日＝6月1日（日）、8月30日（土）
時間＝午後1時30分〜3時（受け付けは

午後1時から）
会場＝千葉県立水郷小見川少年自然の家

ミニハーバー（香取市）
内容＝ライフジャケットの着用の仕方、

カヌーの乗り降りやパドリングの方
法などの基礎を学び、所内ミニハー
バーでのカヌーを体験

対象＝どなたでも（小学4年生以下は保
護者同伴）

参加費＝無料
持ち物＝着替え・タオル・上履き・保険証
※参加を希望する人は当日直接会場へ。

荒天時は中止となります。くわしくは
水郷小見川少年自然の家（☎0478-82- 
1343、月曜日は休館）へ。

募　集

講座名・日時
テーマ

講　師

第1回セミナー
6月27日（金）
午後1時30分〜3時

一人ひとりがいきいきと
生きることが活気ある社
会を創る

城西国際大学教授　
矢木公子さん

第2回セミナー
7月16日（水）
午前10時〜正午

知らないと損。あなたに
身近な法律・裁判を知ろう
─男女共同参画社会を生
きる知恵─

弁護士　清田乃り子さん

フォーラム・イン・
ナリタ
10月5日（日）
午後1時30分〜

3時30分

これからの女と男のいい
関係

落語家　林家花丸さん
評論家　樋口恵子さん

第3回セミナー
11月12日（水）
午後1時30分〜3時

団塊世代の夫婦のあり方

県立衛生短期大学非常勤
講師　松田敏子さん

第4回セミナー
12月6日（土）
午後1時〜3時30分

私が選んだ女性落語家へ
の道

落語家　川柳つくしさん

麻薬を見つけるんだワン
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成田市
急病診療所

保健福祉館

↑
美
郷
台

J
R
成
田
駅

中台
運動公園

子
ど
も
館

成
田
警
察
署

公
津
の
杜
↓

成
田
税
務
署

中央公民館

ボンベルタ成田店

成田郵便局
赤
坂
消
防
署 51号

→

市立図書館

赤坂公園

マ
ザ
ー
ズ

ホ
ー
ム

↑
玉
造

●

●

●

●

● ●●

●母親学級（予約制）…主に初めて母親になる人が対象
●パパママクラス（予約制）…妊婦とその家族が対象
　※日時などくわしくは健康増進課へ。
●こんにちは赤ちゃん事業…生後4カ月までの赤ちゃんが対象
　※赤ちゃんお誕生連絡票（母子健康手帳別冊1）を健康増進課へ送付。
●ポリオの予防接種…生後3～90カ月未満の乳幼児が対象
　期日＝5月19日（月）、6月6日（金）・9日（月）
　受付時間＝午後1時15分〜2時
　※5月19日の会場は大栄分館（予約制）。問診票と母子健康手帳を持参。

日曜祝日診療機関

※来診前に電話で症状を連絡してください。健康保険証を忘れずに。

☎27-1116／赤坂1-3-1（保健福祉館敷地内） 　都合により休診する場合があります。
来診前に電話で問い合わせてください。
成田病院（押畑・☎22-1500）
藤倉クリニック（幸町・☎22-1158）
聖マリア記念病院（取香・☎32-0711）
ひらの内科（ウイング土屋・☎23-8070）
大田クリニック

（午後1時まで・ウイング土屋・☎23-2100）
なのはなクリニック（午前中・吉岡・☎49-0533）

急病診療所

保健インフォメーション
　このコーナーの会場は保健福祉館です。問い合わせは健康増進課（☎27-1111）へ。電話やFAX（27-1114）で健康に関する相談など
も受け付けしています。
　相談の日程は、医師などの都合により変更となる場合があります。

保育園名 電話番号 期日 保育園名 電話番号 期日
＊松　崎 26-8282 5/16（金）、6/6（金）・20（金） 　赤　荻 24-0752

毎日
（土・日・祝日を除く）

　中　台 27-9023 5/21（水）、6/4（水）・18（水） ＊大　栄 73-3000
　新　山 28-2527 5/15（木）、6/5（木）・19（木） ＊宗　吾 26-2472
　長　沼 37-0005 5/23（金）、6/13（金）・27（金） ＊公津の杜 29-6551
　加良部 26-3010 5/20（火）、6/3（火）・17（火） ＊月かげ 96-0531
　玉　造 26-8889 5/22（木）、6/12（木）・26（木） ＊三里塚第一 35-0165

一時保育のみ
＊吾　妻 27-5773 5/28（水）、6/11（水）・25（水） ＊三里塚第二 35-0081
　橋賀台 28-0676 5/27（火）、6/10（火）・24（火） ＊成　田 22-0856
＊高　岡 96-0042 5/28（水）、6/11（水）・25（水） ＊つのぶえ 22-0867
　小御門 96-2362 5/15（木）、6/5（木）・19（木）

　このコーナーの問い合わせは各保育園
か児童家庭課（☎20-1538）へ。赤荻・大
栄・宗吾・公津の杜保育園以外は予約が必
要です。
＊は一時保育あり（要予約）
時 間＝午前10時〜11時（赤荻は午前9時

〜午後0時15分、大栄は午前9時30分
〜午後4時30分、宗吾は午前9時〜午後
4時、公津の杜は午前9時30分〜午後3
時、月かげは午前9時30分〜11時）

保 育 園 開 放 日

診療
科目 診療日 診療時間

内科
小児科 毎日 午後7時〜午後11時

外科 日曜日・祝日 午前10時〜午後5時

歯科 日曜日・祝日 午前10時〜午後5時
午後7時〜午後11時

▼一般健康相談 期日 時間 相談を受ける人
歯の健康相談 6月 4日（水） 午後1時30分〜2時30分 歯科医師・歯科衛生士

こころの健康相談（予約制）
5月26日（月）

午後1時30分から カウンセラー・保健師
6月11日（水）

▼乳幼児健診・相談 期日 受付時間 対象 ▼成人検診・女性の検診
4カ月児育児相談 5月30日（金）

午前9時〜9時30分
午後1時〜1時30分

平成20年 1月生まれ

10カ月児育児相談 5月21日（水） 平成19年 7月生まれ

1歳6カ月児健診 6月 5日（木） 平成18年11月生まれ

3歳児健診 5月22日（木） 平成16年11月生まれ

2歳児歯科健診 6月12日（木） 午後1時〜1時30分 平成17年11月生まれ

からだの発達相談（予約制）

こころの発達相談（予約制）

日時＝5月29日（木） 午前10時〜午後1時
会場＝大栄支所
※ 満16〜69歳の人にご協力いただけます。65歳

以上の人は、60〜64歳の間に献血をした経験
があることが必要です。

献血にご協力ください

今月は終わりました。来月はありません

今月はありません

期日と時間（成…成人検診、女…女性の検診）
5月23日（金）  保健福祉館（成）
 26日（月） 保健福祉館（成）
 27日（火） 保健福祉館（成）
 28日（水） 保健福祉館（成）
 29日（木） 保健福祉館（成）
6月 2日（月）  保健福祉館（女）
 4日（水） 保健福祉館（女）
 6日（金） 中郷公民館（成）
 10日（火） 下総公民館（成）
 11日（水） 下総公民館（成）
 12日（木） 下総公民館（成）
 13日（金） 下総公民館（成）
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福祉と健康
皆さんのご協力を

赤十字寄付金

　日本赤十字社では、5・6月を「赤十字
運動月間」と定め、それに合わせて社資

（社費・寄付金）の募集運動を実施しま
す。赤十字は、地震や台風などの災害に
被災した人たちを救済するために、国内
外で災害救護活動などのいろいろな事業
を行っています。
　赤十字のさまざまな活動は、皆さんの
温かい心に支えられています。
　各区長・自治会長を通じて募集を行い
ますので、赤十字事業にご理解いただき、
活動資金にご支援、ご協力いただけるよ
うお願いします。
※くわしくは社会福祉課（☎20-1536）

へ。

一般会員になりませんか
社会福祉協議会

　市社会福祉協議会では、平成20年度
の一般会員を募集しています。会費は1
世帯当たり500円で、区・自治会・町内
会を通じて納入をお願いしています。
　皆さんから寄せられた会費は、社会福
祉事業を実施するための貴重な財源にな
りますので、ご協力をお願いします。
※くわしくは市社会福祉協議会（☎27- 

7755）、同下総事務所（☎96-0523）、
同大栄事務所（☎73-2500）へ。

対象が追加されました
麻しん風しん混合予防接種

　平成20年4月から5年間、中学1年生
に相当する年齢と高校3年生に相当する
年齢の人が、新たに麻しん風しん混合予
防接種の対象に追加されました。（無料）
従来の対象者
◦1期…生後12カ月〜24カ月
◦2期…小学校就学前年度
新たに加わった対象者
◦3期…平成20年度は平成7年4月2日〜

8年4月1日生まれの人
◦4期…平成20年度は平成2年4月2日〜

3年4月1日生まれの人
　対象者には問診票を送付しますので、
接種は個別に医療機関で行ってください。
注意事項
◦原則として保護者の同伴が必要です
（4期対象者で既婚者は除く）

◦保護者が同伴できない場合、事前に送
付する問診票は使用できません。同
伴できない場合の問診票を発行しま
すので、健康増進課へ連絡してくだ
さい

◦妊娠している可能性がある人は受けら
れません

※くわしくは健康増進課（☎27-1111）
へ。

生活スタイルを見直そう
梅料理講習と健康教室

　生活スタイルを見直すことから健康に
ついて考えようと、梅を使った料理講習
会と健康教室を開催します。
日時＝6月11日（水） 午後1時30分〜3時

30分
会場＝保健福祉館下総分館
定員＝25人（先着順・初めての人優先）
参加費＝無料
用意するもの＝三角巾・エプロン・ふきん
申込方法＝6月2日（月）までに下総ふれ

あい事業実行委員会（成田市東商工会
下総支所内・☎96-2839）へ

※くわしくは同実行委員会へ。

楽しく手話を学びませんか
手話奉仕員養成講座（入門課程）

対象＝市内に在住または在勤している手
話初心者の人

日時＝5月26日、6月9日・16日・23日・
30日、7月7日・14日・28日、8月4日・
11日・18日・25日、9月1日・8日・
22日・29日、10月27日、11月10日・
17日、12月1日・8日・15日・22日
の月曜日（全23回） 午前10時〜正午

会場＝保健福祉館
定員＝20人（先着順）
参加費＝1,200円程度（テキスト代）
申込方法＝5月23日（金）までにボラン

ティアセンター（☎27-8010）へ
※くわしくは同センターへ。

健やかな成長を願って
幼児健診

　市では、1歳6カ月児健診および3歳児
健診を行っています。これらの年齢は、
身体や心の成長が目覚ましい時期です。
お子さんのより健やかな成長のために、
健診を受けましょう。

【1歳6カ月児健診】
対象＝1歳6カ月の幼児
内容＝内科診察、歯科診察、身体計測、

個別相談、手作りおやつの試食
【3歳児健診】
対象＝3歳6カ月の幼児
内容＝尿検査、視力・聴力検査、内科診

察、歯科診察、身体計測、個別相談
※対象となるお子さんのいる家庭には事

前に問診票を送付しています。くわ
しくは健康増進課（☎27-1111）へ。

療育相談（予約制）
日時＝5月21日（水）、6月18日（水） 

午後2時30分〜3時
会場＝印旛保健所（佐倉市）
対象＝相談を希望する18歳未満の

児童およびその保護者
内容＝股関節脱臼の疑い・O脚・歩

き方がおかしいなど、子どもの整
形外科的な心配事に整形外科専門
医や保健師が対応

持ち物＝母子健康手帳
※相談は無料・予約制です。くわ

しくは印旛保健所地域保健福祉課
（☎043-483-1134・FAX043-48 
6-2777）へ。

保健所からのお知らせ
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　今回の成田のむかしは「ニュータウ 

ンのはじまり」。当時、成田小学校の2年生だった弟は、

3年が向台小、4年からは加良部小と新しい学校がで

きるたびにその1期生となりました。成田空港そして

ニュータウンにより成田が大きく変わっていった時代。

イラストは今の赤坂消防署辺りからJR成田駅方面を見

たもの。中央公民館も市立図書館もまだありません。
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成田ニュータウンで最初に誕生した
向台小学校

昭和50年前後の成田ニュータウン
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ニ
ュ
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？
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「
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き
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人
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え
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と
見
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れ
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た
ん
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ね
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「
工
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か
ら
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ま
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？
」
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田
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